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太
刀
宮
文
書
・
佐
治
家
資
料
調
査
に
つ
い
て

山
田 

洋
一      

 
 
 
 
 

は
じ
め
に　

調
査
の
経
緯

本
書
は
、
「
本
書
の
構
成
と
視
点
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
科
研
費
「
公
儀
触
伝

達
に
み
る
徳
川
領
国
と
国
持
外
様
領
国
の
両
領
国
体
制
の
存
在
と
構
造
―
幕
藩
体

制
構
造
研
究
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
太
刀
宮
文
書
等
の
調
査
の
遠
因
は
京
都

府
立
大
学
（
以
下
、
本
学
）
が
実
施
し
て
い
る
府
大
ア
ク
タ
ー
（
二
〇
〇
四
年
度

地
域
貢
献
型
特
別
研
究
「
丹
後
地
域
史
の
地
域
的
特
性
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
）

に
主
に
資
料
調
査
に
か
か
わ
っ
て
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
頃
、
筆
者
は
本

学
の
北
隣
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
に
勤
務
中
で
あ
っ
た
）
。

そ
の
後
、
本
学
の
先
生
方
が
主
と
な
っ
て
編
さ
ん
さ
れ
た
京
丹
後
市
史
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
『
峯
山
藩
関
係
史
料
集
』
（
二
〇
一
〇
年
）
、
『
久
美
浜
代
官

所
関
係
史
料
集
（
二
〇
一
四
年
）
の
編
さ
ん
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
後
者

編
さ
ん
に
か
か
わ
る
調
査
で
、
初
め
て
太
刀
宮
文
書
（
当
時
は
神
谷
神
社
保
管
文

書
）
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
て
、
同
文
書
中

の
、
複
製
物
が
あ
っ
た
御
用
留
等
を
拙
稿
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
過

程
で
、
同
文
書
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
全
点
の
調
査
、
画
像
に
よ
る
利
用
が
可

能
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
学
諸
先
生
に
、
府
大
ア
ク
タ
ー
、
科
研
費
の
研
究
に
か
か
わ
っ
て
調
査
等
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
お
勧
め
も
あ
り
、
科
研
費
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

採
択
と
な
り
、
今
回
、
基
礎
史
料
と
す
る
た
め
に
調
査
、
撮
影
が
可
能
と
な
っ
た
。

一　

調
査
の
概
要

太
刀
宮
文
書
は
、
京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
神
谷
神
社
（
太
刀
宮
）
が
所
蔵
す
る

文
書
群
で
、
久
美
浜
代
官
所
と
領
地
の
村
々
の
仲
介
を
し
た
郡
中
代
（
陣
屋
元
村

の
久
美
浜
村
の
庄
屋
が
兼
帯
）
等
が
作
成
・
収
受
し
た
文
書
等
で
あ
る
。
本
書
口

絵
２
、
第
一
部
新
谷
勝
行
氏
論
考
に
あ
る
よ
う
に
郡
中
代
を
務
め
て
い
た
今
西
家

か
ら
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
同
神
社
に
寄
附
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
主
要
な
調
査
が
、
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
京
都
府
教
育
委
員
会
・

同
立
丹
後
郷
土
資
料
館
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
そ
れ
ら
の
調
査
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
目
録
を
参
考
、
基
礎
と

し
て
実
施
し
、
目
録
と
の
照
合
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。

実
施
過
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
六
月
五
日
に
現
地
調
査
、
同
年
八
月
五
日
に
、
①
太
刀
宮
文
書
五

箱
、
②
そ
の
他
の
資
料
三
箱
、
合
計
八
箱
を
神
谷
神
社
か
ら
借
用
し
、
本
学
文
化

情
報
学
実
習
室
へ
移
動
し
、
調
査
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。
終
了
後
、
中
性

紙
保
存
箱
（
中
型
一
九
箱
）
に
入
れ
替
え
て
、
二
〇
二
一
年
六
月
七
日
に
返
却
を

行
っ
た
。
そ
の
直
後
に
、
新
た
に
関
係
の
文
書
が
確
認
さ
れ
、
③
追
加
分
と
し
て



9 8

借
用
し
、
調
査
等
を
行
い
、
同
二
一
日
に
返
却
を
行
っ
た
。

①
～
③
の
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
①
～
③
か
ら
、
Ａ
太
刀
宮
文
書
と
そ
れ
以
外
の
Ｂ
佐
治
家
資
料
、
Ｃ
そ

の
他
、
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
次
に
確
認
し
た
Ａ
～
Ｃ
に
つ
き
次
の
作
業

を
行
っ
た
。

Ａ　

す
で
に
目
録
と
し
て
、
ア
「
神
谷
神
社
所
蔵
文
書
」
（
七
九
二
点
、
『
漁
業

制
度
資
料
目
録
６
集　

全
国
篇
Ⅳ
』
〈
日
本
常
民
文
化
研
究
所
、
一
九
五
二
年
〉
）
、

イ
「
神
谷
神
社
保
管
文
書
目
録
」
（
九
五
八
点
、
『
丹
後
漁
業
関
係
古
文
書
目
録
』

〈
京
都
府
教
育
委
員
会
・
同
立
丹
後
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
四
年
〉
）
が
作
成
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
た
め
、
イ
に
基
づ
き
、
一
点
毎
に
、
①
～
③
を
確
認
し
た
。
若
干

原
本
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
目
録
に
は
な
い
が
該
当
す
る
と
判

断
し
た
も
の
を
補
足
し
て
最
終
的
に
目
録
上
は
合
計
九
九
一
点
と
し
た
。
確
認
で

き
た
も
の
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

Ｂ　

②
に
お
い
て
、
神
谷
神
社
宮
司
佐
治
家
当
主
が
関
わ
っ
た
歴
史
編
さ
ん
事

業
関
係
の
資
料
を
確
認
し
、
熊
野
郡
誌
、
久
美
浜
県
史
関
係
に
ま
と
め
、
合
計

八
八
点
の
目
録
を
作
成
し
、
デ
ジ
タ
ル
撮
影
を
行
っ
た
。

Ｃ　

②
に
お
い
て
、
商
家
の
文
書
、
神
社
関
係
の
文
書
を
確
認
し
、
目
録
作
成

を
行
っ
た
。

詳
し
く
は
、
後
述
の
各
解
題
、
拙
稿
「
京
丹
後
市
久
美
浜
町
太
刀
宮
文
書
等
調

査
」（
『
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
集
報
７
』〈
二
〇
二
一

年
〉
）
・
「
同
（
２
）
」(

同
〈
二
〇
二
二
年
〉)

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二　

第
一
部
の
構
成

第
一
部
は
、
太
刀
宮
文
書
、
佐
治
家
資
料
の
活
用
に
資
す
る
た
め
、
最
初
に
神

谷
太
刀
宮
（
神
谷
神
社
）
宮
司
佐
治
宣
幸
氏
「
神
谷
神
社
に
つ
い
て
」
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
神
谷
神
社
の
歴
史
を
、
神
谷
神
社
と
太
刀
宮
の
関
係
に
ふ
れ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
、
本
稿
、
論
考
編
、
資
料

編
と
し
て
い
る
。
論
考
編
の
一
部
は
再
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
他
は
関
係
の
研
究
者
に
寄
稿
を
お
願
い
し
た
。

論
考
編
は
、
①
水
本
邦
彦
氏
「
〈
浦
触
〉
と
丹
後
の
浦
々
」
・
「
補
説　

丹
後
国

竹
野
郡
中
浜
村
『
御
用
留
』
の
浦
触
関
係
記
事
」
、
②
飯
塚
一
幸
氏
「
文
明
開
化

と
稲
葉
市
郎
右
衛
門
」
、
③
三
浦
泰
之
氏
「
明
治
初
年
の
久
美
浜
県
に
お
け
る
郡

中
代
と
郡
中
改
革
」
、
④
新
谷
勝
行
氏
「
『
京
都
府
熊
野
郡
誌
』
編
さ
ん
と
神
谷
神

社
参
考
館
」
、
⑤
岡
田
つ
か
さ
氏
「
久
美
浜
代
官
所
領
中
間
支
配
機
構
の
役
職
に

つ
い
て　

―
丹
後
国
五
郡
惣
代
・
丹
後
但
馬
両
国
惣
代
を
中
心
に
―
」
か
ら
な
っ

て
い
る
。

　

①
は
、
太
刀
宮
文
書
の
御
用
留
、
丹
後
の
御
用
留
に
記
載
さ
れ
て
い
る
、
海
辺

の
村
々
に
伝
達
さ
れ
た
幕
府
（
公
儀
）
の
浦
触
の
考
察
で
あ
る
。
前
者
は
、
先

に
述
べ
た
、
太
刀
宮
文
書
が
「
神
谷
神
社
保
管
文
書
」
と
し
て
目
録
等
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
『
丹
後
漁
業
関
係
古
文
書
目
録
』
（
一
九
九
四
年
）
に
特
論
と
し
て

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
後
者
は
本
書
の
た
め
に
新
た
に
補
説
と
し
て
執
筆
し
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
、
前
者
以
後
も
各
地
の
御
用
留
に
記
載
さ
れ
て

い
る
浦
触
を
調
査
さ
れ
、
幕
藩
体
制
の
「
幕
―
藩
―
村
」
と
は
別
の
「
幕
―
村
」

の
社
会
構
造
（
「
『
触
書
』
伝
達
と
近
世
社
会
」
〈
『
日
本
史
に
お
け
る
情
報
伝
達
』

二
〇
一
二
年
〉
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

②
は
、
近
世
は
久
美
浜
代
官
所
の
掛
屋
で
、
明
治
初
期
は
区
長
を
務
め
た
稲
葉

家
の
、
第
一
二
代
英
裕
（
市
郎
右
衛
門
）
の
初
期
の
思
想
と
地
域
へ
の
思
い
に
つ
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い
て
の
考
察
で
あ
る
。

③
は
、
明
治
初
年
の
郡
中
代
の
あ
り
方
と
地
域
の
体
制
の
考
察
で
あ
る
。
な
お
、

同
氏
に
よ
る
近
世
後
期
の
郡
中
代
に
つ
い
て
の
論
考
が
『
久
美
浜
代
官
所
関
係
史

料
集
』（
二
〇
一
四
年
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

④
は
、
大
正
一
二
年(
一
九
二
三)

に
刊
行
さ
れ
た
『
京
都
府
熊
野
郡
誌
』
の

編
さ
ん
主
任
で
あ
る
神
谷
神
社
宮
司
佐
治
正
章
氏
、
太
刀
宮
文
書
の
寄
附
の
経
過
、

同
文
書
が
当
初
収
納
さ
れ
て
い
た
参
考
館
（
考
古
館
）
、
同
郡
誌
編
さ
ん
時
の
深

澤
多
市
熊
野
郡
長
と
深
澤
執
筆
の
久
美
浜
県
史
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。

⑤
は
、
郡
中
代
の
下
に
あ
っ
て
、
久
美
浜
代
官
所
領
の
広
域
の
村
々
を
代
表
す

る
丹
後
国
五
郡
惣
代
・
丹
後
但
馬
両
国
惣
代
の
考
察
で
あ
る
。

資
料
編
は
、
①
太
刀
宮
文
書
と
佐
治
家
資
料
の
解
題
・
目
録
、
②
参
考
文
献
、　

③
京
丹
後
市
に
よ
る
展
示
・
セ
ミ
ナ
ー
と
京
都
府
立
丹
後
緑
風
高
等
学
校
久
美
浜

学
舎
出
前
講
座
の
関
係
資
料
か
ら
な
っ
て
い
る
。

①
は
、
今
回
の
調
査
の
結
果
で
あ
る
。
太
刀
宮
文
書
の
目
録
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
前
述
の
目
録
が
二
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な
事
項
に
と
ど
め
て

い
る
。
そ
れ
ら
目
録
も
併
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
佐
治
家
資
料
の
目
録

は
、
今
回
が
初
め
て
の
作
成
で
あ
る
。
②
は
、
『
久
美
浜
代
官
所
関
係
史
料
集
』

に
掲
載
さ
れ
た
参
考
文
献
の
そ
の
後
の
文
献
を
掲
載
し
て
い
る
。
同
史
料
集
と
併

せ
て
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
③
は
、
同
市
教
育
委
員
会
、
同
学
舎
と
協
同
し

て
実
施
し
た
今
回
の
調
査
成
果
還
元
企
画
関
係
の
資
料
で
あ
る
。
展
示
・
セ
ミ
ナ

ー
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
（
テ
ー
マ
「
『
海
の
代
官
所
』
と
太
刀
宮
文
書
～
久

美
浜
代
官
所
か
ら
久
美
浜
県
へ
～
」
〈
同
市
立
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
〉
）
を
掲
載

し
た
。
出
前
講
座
は
、
同
学
舎
と
協
同
し
て
行
わ
れ
た
二
年
生
み
ら
い
ク
リ
エ
イ

ト
科
の
授
業
報
告
「
【
み
ら
い
探
究
Ⅱ
】
久
美
浜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
（
同
学
舎

HP
）
を
掲
載
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
の
調
査
、
地
域
還
元
で
は
、
神
谷
神
社
、
京
丹
後
市
、
京
都
府
立
丹
後
郷

土
資
料
館
、
京
都
府
立
丹
後
緑
風
高
等
学
校
久
美
浜
学
舎
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
、
関
係
機
関
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

今
後
は
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
活
用
方
法
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。


